
稲穂に込めた思い�
　９月後半、本町では稲刈りが始まりました。
　掛け干しで米を作る立山安正さん（浦底）は「手間はか
かるが、美味しいと言ってくれる人がいるので、掛け干し
を続けていきたい」と額の汗をぬぐいました。


